
▶研究&教育 最前線
誰もがスポーツを楽しめる社会を
東京農業大学 准教授　勝亦陽一

▶ZOOM UP
香り際立つワインを
挑むOBと東京農大北海道オホーツクがタッグ

▶産官学意見交流会開催  東京農大が知の橋渡し
▶農大稲花小　１年生が稲刈り体験  ｢いっぱいとった！｣
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
「スワロフスキー」と言うと、クリスタルのジュエリーが有名ですが、バードウオッチャーにとっても憧れのブ

ランドです。高級双眼鏡も作っているのです。私もずっと欲しかった。就職したら買おうと思っていたので、東
京農大で勤務を始めた2006年、最初のボーナスで買いました。30万円以上したと思います。8.5倍で明るくシャー
プ。夕暮れて薄暗くなってもよく見えるため、調査の時間が長くなります。手放せません。
母が鳥を見るのが好きで、幼い頃から野鳥観察に連れ出されました。ちょうど「野生のエルザ」や「野生の

王国」などがテレビ放映され、身近な野原や林が次 と々宅地などに開発されていった時代です。野生動物の保
護に興味をもつのは自然な流れだったかもしれません。鳥を研究対象にしたのは、大学院に進んでからです。
でも当時は、研究と自然保護がリンクしていませんでした。鳥の中でもオジロワシやオオワシは数も少なく実験
もできませんから、研究材料には不向きです。猛禽類の保全なんて研究にならない、よく言われました。
きれいな鳥です。青空を背景に高く飛ぶ姿も、望遠鏡

でズームアップした眼や羽毛などのパーツの一つ一つが芸
術品です。今は希少種として社会的に注目されるようにな
り、冬のシーズンには、世界で最も美しいとされるオオワ
シを見るために、世界中の愛鳥家が道東を訪れるようにな
りました。しかし、今のワシ類は餌付けされたような状態
です。大事なのは、ワシが翼を広げ大空を飛ぶ姿が、森
と海、川の自然が保全され、豊かな生態系である証となる
ことです。
ワシに興味をもって研究室に来てくれる学生もいます

が、研究に固執することはあまりなくて、深入りはしない印
象です。ワシの生息する環境を今後誰がどう守っていく
か。ちょっと心配しています。
オホーツクにワシを見に来てほしいですが、みなさんが

お住まいの場所にも野鳥はいます。窓から見える木にとまっ
ていたり、早起きした春の朝にはさえずりが聞こえるでしょ
う。その鳥の名前は？どこから来たの？　ぜひ調べてみて
ください。図鑑でも、ネットでも。知らなければ通り過ぎ
てしまう。でも、それを知れば、人生が豊かになります。

(まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾)
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私の宝もの
東京農業大学　准教授  白木彩子

しらき・さいこ／1966年東京都生まれ。北海道大学大学院地球環境科学研究科博士課程修
了。博士（地球環境科学）。東京農業大学生物産業学部北方圏農学科准教授。専門は鳥類生態
学で、オジロワシやオオワシの研究歴は30年になる。

スワロフスキーの双眼鏡

▶生物産業学部のシンボルマークもオジ
ロワシがモチーフになっている。手に
持っているのは「ペン」と「大根」
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革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。
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プ
ロ
野
球
選
手
は
４
〜
６
月
生
ま
れ
が
多
い

　
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
れ
る
か

ど
う
か
決
ま
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
不
公
平
だ
と
思
う
だ
ろ

う
。し
か
し
、プ
ロ
野
球
選
手
２
２
３
８
人
の
生
ま
れ
月
を
調

べ
る
と
、
４
〜
６
月
生
ま
れ
は
１
〜
３
月
生
ま
れ
（
早
生
ま

れ
）の
２
・
25
倍
の
人
数
だ
っ
た（
図
１
）。小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
ジ
ュニ
ア
期
の
選
手
３
１
０
０
人
を
調
べ
る
と
、
さ

ら
に
偏
っ
て
お
り
、
小
学
生
の
全
国
大
会
に
出
場
し
た
選
手

で
は
、４
〜
６
月
生
ま
れ
が
全
体
の
45
％
、１
〜
３
月
生
ま
れ

が
６
・
４
％
。甲
子
園
出
場
選
手
も
類
似
し
た
傾
向
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
生
ま
れ
月
が
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
成

績
や
競
技
力
に
影
響
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、学
校
の
学
年
制
に
あ
る
。日
本
の
学

校
教
育
法
は
、
満
６
歳
に
達
し
た
後
の
最
初
の
４
月
１
日
か

ら
子
ど
も
を
小
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
を
保
護
者
に
義
務

づ
け
て
い
る
。「
誕
生
日
の
前
日
終
了
時
に
年
齢
が
加
算
さ

れ
る
」の
が
満
年
齢
な
の
で
、４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
は

６
歳
ち
ょ
う
ど
で
小
学
校
に
入
学
す
る
が
、
翌
４
月
２
日
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
満
７
歳
に
な
る
直
前
の
４
月
１
日
が

入
学
日
と
な
る
。こ
の
た
め
同
学
年
の
子
ど
も
の
暦
年
齢

は
、最
大
約
１
歳
の
差
が
あ
る
。そ
の
差
は
、特
に
幼
少
期
に

お
い
て
身

体
的
、
精

神
的
な
成

長
の
個
人

差
に
影
響

す
る
（
相

対
的
年
齢

効
果
と
い

う
）。日
本

人
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を

対
象
と
し

た
私
た
ち
の
研
究
で
は
、
こ
の
相
対
的
年
齢
効
果
は
、
年
齢

が
低
い
ほ
ど
、ま
た
競
技
人
口
が
多
い
競
技
ほ
ど
、さ
ら
に
競

技
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
。ま
た
女
性
よ
り

男
性
で
大
き
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
早
生
ま
れ
は
野
球
か
ら
離
脱

　
野
球
選
手
の
生
ま
れ
月
分
布
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、小
学
生

で
は
３
カ
月
ご
と
の
割
合
に
差
が
な
い
が
、
中
学
・
高
校
生

で
は
１
〜
３
月
生
ま
れ
の
割
合
が
低
く
、
４
〜
６
月
生
ま
れ

の
割
合
が
高
い（
図
１
）。両
者
の
差
は
、
年
齢
経
過
と
と
も

に
拡
大
し
て
い
る
。日
本
人
に
は
生
ま
れ
月
の
偏
り
が
な
い

た
め
、
１
〜
３
月
生
ま
れ
の
野
球
選
手
は
、
他
の
生
ま
れ
月

の
選
手
よ
り
も
、野
球
を
継
続
す
る
割
合
が
低
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
４
〜
６
月
生
ま
れ
の
選
手
は
、
ボ
ー
ル
投
げ
、
バッ
ト
ス
イ

ン
グ
な
ど
の
野
球
競
技
力
が
他
の
選
手
よ
り
も
高
く
、
野
球

に
対
す
る
有
能
感
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。ま
た
、親
や
コ
ー
チ

か
ら
の
高
評
価
や
期
待
も
あ
り
、
野
球
が
楽
し
い
、
練
習
す

る
、
上
手
に
な
る
、
強
豪
校
に
進
学
す
る
と
い
う
好
循
環
を

生
む
。一
方
、
早
生
ま
れ
は
そ
の
逆
で
、
野
球
が
楽
し
く
な

い
、練
習
し
な
い
、上
達
し
な
い
、野
球
か
ら
離
脱
す
る
悪
循

環
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
人
の
努
力
と
は
関
係
な
く
、
生
ま
れ
月
と
い
う
環
境

要
因
に
よ
り
、い
つ
の
間
に
か
運
動
に
苦
手
意
識
を
持
ち
、ス

ポ
ー
ツ
か
ら
離
脱
す
る
選
手
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ
の

こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
だ
け
で
な
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
健
康
保
持
・
増
進
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
プ
ロ
入
り
後
は
早
生
ま
れ
が
逆
転

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
ま
で
は
４
〜

６
月
生
ま
れ
が
有
利
で
あ
る
。し
か
し
、
プ
ロ
野
球
で
首
位

打
者
や
防
御
率
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
選
手
の
割

合
は
、１
〜
３
月
生
ま
れ
が
14
％
、４
〜
６
月
生
ま
れ
が
８
％

で
あ
る（
図
２
）。つ
ま
り
、
早
生
ま
れ
は
入
団
す
る
人
数
は

少
な
い
が
、

活
躍
す
る

確
率
は
早

生
ま
れ
の

ほ
う
が
高

い
と
い
え

る
。

　
こ
の
逆

転
が
起
こ

る
理
由
は

三
つ
あ
る
。

ま
ず
、
早

生
ま
れ
は

身
長
や
筋

力
・
パ
ワ
ー
の
成
長
が
他
の
選
手
よ
り
も
遅
い
た
め
、
潜
在

能
力
を
出
し
切
っ
て
は
お
ら
ず
、
成
長
す
る
余
地
が
大
き

い
。次
に
、早
生
ま
れ
は
、幼
少
期
に
は
他
の
選
手
よ
り
も
身

体
が
小
さ
く
競
技
力
が
低
い
が
、
そ
れ
を
技
術
力
や
思
考

力
で
補
う
な
ど
、
他
の
選
手
と
は
異
な
っ
た
視
点
を
有
す
る

選
手
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。一
方
、生
ま
れ
月
に
よ
っ
て
、

体
格
や
運
動
能
力
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。つ
ま
り
、
成
長
が
早
い
４
〜
６
月
生
ま
れ
は
、
潜
在
能
力

以
上
の
過
大
な
評
価
を
受
け
て
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

　「
勝
利
至
上
主
義
」か
ら
脱
却
を

　
生
ま
れ
月
の
問
題
は
、
ジ
ュニ
ア
期
の
勝
利
至
上
主
義
の

影
響
も
大
き
い
。野
球
で
は
、
チ
ー
ム
の
勝
利
の
た
め
に
、
身

体
が
大
き
く
競
技
力
が
高
い
選
手
が
優
先
的
に
試
合
に
出

場
す
る
。こ
れ
に
関
連
し
た
投
手
の
投
球
過
多
と
障
害
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。ま
た
、私
の
調
査
で
は
、野
球
の
一
番
の

楽
し
さ
は
バ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル
を
遠
く
に
飛
ば
す
こ
と
と
い
う

回
答
が
多
か
っ
た
が
、
実
際
は
、
四
死
球
や
出
塁
狙
い
で
バッ

ト
を
振
ら
せ
な
い
、ゴ
ロ
を
打
た
せ
る
、な
ど
の
指
導
が
大
人

主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
指
導
は
、
本
来
の
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
み
や
子
ど
も
の
主
体
性
を
奪
い
、ス
ポ
ー
ツ
参
加
・

機
会
の
均
等
を
妨
げ
、
障
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
子
ど
も
の
個
性
、
主
体
性
を
促
す

「
か
ん
た
ん
野
球
」
を
考
案
し
、
小
学
生
野
球
選
手
80
名
に

体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。主
な
ル
ー
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
複
数
チ
ー
ム
の
選
手
を
ラ
ン
ダ
ム
に
チ
ー
ム
分
け
す
る

・
監
督
は
置
か
ず
、選
手
間
で
打
順
、守
備
位
置
を
決
定

・
投
手
は
最
大
２
イ
ニ
ン
グ
ま
で
投
球
可

・
バ
ン
ト
、四
死
球
、盗
塁
お
よ
び
捕
逸（
パ
ス
ボ
ー
ル
）な
し

　
試
合
後
に
感
想
を
尋
ね
る
と
、「
通
常
ル
ー
ル
よ
り
も
打

撃
お
よ
び
投
球
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」と
答
え
た
選
手

が
大
多
数
だ
っ
た
。チ
ー
ム
内
の
役
割
か
ら
解
放
さ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
守
備
位
置
を
体
験
で
き
、
打
撃
に
集
中
で
き
る
ル
ー

ル
は
、
野
球
の
楽
し
さ
を
よ
り
高
め
る
可
能
性
を
示
唆
し

た
。な
お
、
こ
の
研
究
は
日
本
野
球
科
学
研
究
会
第
５
回
大

会
で
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

　
野
球
場
を
遊
び
場
と
し
て
開
放

　
子
ど
も
の
体
力
が
最
も
高
か
っ
た
40
年
前
と
比
べ
る
と
、

現
代
の
子
ど
も
の
体
力
低
下
、
特
に
ボ
ー
ル
投
げ
能
力
の
低

下
は
著
し
い
。そ
の
背
景
に
は
、
遊
び
に
不
可
欠
な
三
つ
の
間

（
時
間
、
空
間
、
仲
間
）が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
運
動
遊
び
文

化
の
衰
退
が
あ
る
。近
年
で
は
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園

は
都
会
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。ま
た
、
塾
通
い
な
ど
で
、
子
ど

も
が
遊
べ
る
時
間
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
希
薄
化
や
電
子
ゲ
ー
ム
の
普
及
な
ど
に
伴
い
、
一
緒
に
遊

ぶ
仲
間
の
減
少
も
進
ん
で
い
る
。一
方
、
野
球
が
上
手
な
小

学
生
野
球
選
手
は
、一
般
選
手
よ
り
も
兄
や
弟
が
い
る
割
合

が
高
い
。つ
ま
り
、一
緒
に
遊
ぶ
他
者
の
存
在
が
運
動
能
力
の

向
上
に
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、自
由
に
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
、野
球

場
を
子
ど
も
た
ち
に
開
放
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
３
年
前
か
ら
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
。親
子
で
キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル
、
初
め
て
会
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
野
球
遊
び
な
ど
、
参
加
者
は
思
い
思
い
の

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る
。日
本
中
に
こ
う
し
た
空
間
が
あ

り
、
幼
少
期
に
ス
ポ
ー
ツ
が「
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
」体
験

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
誰
も
が
心
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
社
会
に
一
歩
近
づ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図２ プロ野球選手における生まれ月別のタイトル獲得選手の割合

図１ 野球選手におけるカテゴリー別の生まれ月分布
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　身
体
を
動
か
す
喜
び
や
楽
し
さ
は
、
人
間
の
根
源
に
あ
る
欲
求
で
あ
る
。
し
か
し
、
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人
の
努
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と
は
関
係
な
く
、
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つ
の
間
に

か
運
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に
苦
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を
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、
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ら
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を
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、
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、
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能
力
の
発
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る
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を
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、
子
ど
も
の
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の
発
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と
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の
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に
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る
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を
紹
介
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生
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ら
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ロ
ま
で
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選
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を
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査

運
動
遊
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文
化
の
再
興
が
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も
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を
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る
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を
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プ
ロ
野
球
選
手
は
４
〜
６
月
生
ま
れ
が
多
い

　
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
れ
る
か

ど
う
か
決
ま
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
不
公
平
だ
と
思
う
だ
ろ

う
。し
か
し
、プ
ロ
野
球
選
手
２
２
３
８
人
の
生
ま
れ
月
を
調

べ
る
と
、
４
〜
６
月
生
ま
れ
は
１
〜
３
月
生
ま
れ
（
早
生
ま

れ
）の
２
・
25
倍
の
人
数
だ
っ
た（
図
１
）。小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
ジ
ュニ
ア
期
の
選
手
３
１
０
０
人
を
調
べ
る
と
、
さ

ら
に
偏
っ
て
お
り
、
小
学
生
の
全
国
大
会
に
出
場
し
た
選
手

で
は
、４
〜
６
月
生
ま
れ
が
全
体
の
45
％
、１
〜
３
月
生
ま
れ

が
６
・
４
％
。甲
子
園
出
場
選
手
も
類
似
し
た
傾
向
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
生
ま
れ
月
が
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
競
技
成

績
や
競
技
力
に
影
響
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、学
校
の
学
年
制
に
あ
る
。日
本
の
学

校
教
育
法
は
、
満
６
歳
に
達
し
た
後
の
最
初
の
４
月
１
日
か

ら
子
ど
も
を
小
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
を
保
護
者
に
義
務

づ
け
て
い
る
。「
誕
生
日
の
前
日
終
了
時
に
年
齢
が
加
算
さ

れ
る
」の
が
満
年
齢
な
の
で
、４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
は

６
歳
ち
ょ
う
ど
で
小
学
校
に
入
学
す
る
が
、
翌
４
月
２
日
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
満
７
歳
に
な
る
直
前
の
４
月
１
日
が

入
学
日
と
な
る
。こ
の
た
め
同
学
年
の
子
ど
も
の
暦
年
齢

は
、最
大
約
１
歳
の
差
が
あ
る
。そ
の
差
は
、特
に
幼
少
期
に

お
い
て
身

体
的
、
精

神
的
な
成

長
の
個
人

差
に
影
響

す
る
（
相

対
的
年
齢

効
果
と
い

う
）。日
本

人
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を

対
象
と
し

た
私
た
ち
の
研
究
で
は
、
こ
の
相
対
的
年
齢
効
果
は
、
年
齢

が
低
い
ほ
ど
、ま
た
競
技
人
口
が
多
い
競
技
ほ
ど
、さ
ら
に
競

技
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
る
。ま
た
女
性
よ
り

男
性
で
大
き
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
早
生
ま
れ
は
野
球
か
ら
離
脱

　
野
球
選
手
の
生
ま
れ
月
分
布
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、小
学
生

で
は
３
カ
月
ご
と
の
割
合
に
差
が
な
い
が
、
中
学
・
高
校
生

で
は
１
〜
３
月
生
ま
れ
の
割
合
が
低
く
、
４
〜
６
月
生
ま
れ

の
割
合
が
高
い（
図
１
）。両
者
の
差
は
、
年
齢
経
過
と
と
も

に
拡
大
し
て
い
る
。日
本
人
に
は
生
ま
れ
月
の
偏
り
が
な
い

た
め
、
１
〜
３
月
生
ま
れ
の
野
球
選
手
は
、
他
の
生
ま
れ
月

の
選
手
よ
り
も
、野
球
を
継
続
す
る
割
合
が
低
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
４
〜
６
月
生
ま
れ
の
選
手
は
、
ボ
ー
ル
投
げ
、
バッ
ト
ス
イ

ン
グ
な
ど
の
野
球
競
技
力
が
他
の
選
手
よ
り
も
高
く
、
野
球

に
対
す
る
有
能
感
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。ま
た
、親
や
コ
ー
チ

か
ら
の
高
評
価
や
期
待
も
あ
り
、
野
球
が
楽
し
い
、
練
習
す

る
、
上
手
に
な
る
、
強
豪
校
に
進
学
す
る
と
い
う
好
循
環
を

生
む
。一
方
、
早
生
ま
れ
は
そ
の
逆
で
、
野
球
が
楽
し
く
な

い
、練
習
し
な
い
、上
達
し
な
い
、野
球
か
ら
離
脱
す
る
悪
循

環
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
本
人
の
努
力
と
は
関
係
な
く
、
生
ま
れ
月
と
い
う
環
境

要
因
に
よ
り
、い
つ
の
間
に
か
運
動
に
苦
手
意
識
を
持
ち
、ス

ポ
ー
ツ
か
ら
離
脱
す
る
選
手
が
い
る
可
能
性
が
あ
る
。こ
の

こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
だ
け
で
な
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
健
康
保
持
・
増
進
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
プ
ロ
入
り
後
は
早
生
ま
れ
が
逆
転

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
ま
で
は
４
〜

６
月
生
ま
れ
が
有
利
で
あ
る
。し
か
し
、
プ
ロ
野
球
で
首
位

打
者
や
防
御
率
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
選
手
の
割

合
は
、１
〜
３
月
生
ま
れ
が
14
％
、４
〜
６
月
生
ま
れ
が
８
％

で
あ
る（
図
２
）。つ
ま
り
、
早
生
ま
れ
は
入
団
す
る
人
数
は

少
な
い
が
、

活
躍
す
る

確
率
は
早

生
ま
れ
の

ほ
う
が
高

い
と
い
え

る
。

　
こ
の
逆

転
が
起
こ

る
理
由
は

三
つ
あ
る
。

ま
ず
、
早

生
ま
れ
は

身
長
や
筋

力
・
パ
ワ
ー
の
成
長
が
他
の
選
手
よ
り
も
遅
い
た
め
、
潜
在

能
力
を
出
し
切
っ
て
は
お
ら
ず
、
成
長
す
る
余
地
が
大
き

い
。次
に
、早
生
ま
れ
は
、幼
少
期
に
は
他
の
選
手
よ
り
も
身

体
が
小
さ
く
競
技
力
が
低
い
が
、
そ
れ
を
技
術
力
や
思
考

力
で
補
う
な
ど
、
他
の
選
手
と
は
異
な
っ
た
視
点
を
有
す
る

選
手
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。一
方
、生
ま
れ
月
に
よ
っ
て
、

体
格
や
運
動
能
力
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。つ
ま
り
、
成
長
が
早
い
４
〜
６
月
生
ま
れ
は
、
潜
在
能
力

以
上
の
過
大
な
評
価
を
受
け
て
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。

　「
勝
利
至
上
主
義
」か
ら
脱
却
を

　
生
ま
れ
月
の
問
題
は
、
ジ
ュニ
ア
期
の
勝
利
至
上
主
義
の

影
響
も
大
き
い
。野
球
で
は
、
チ
ー
ム
の
勝
利
の
た
め
に
、
身

体
が
大
き
く
競
技
力
が
高
い
選
手
が
優
先
的
に
試
合
に
出

場
す
る
。こ
れ
に
関
連
し
た
投
手
の
投
球
過
多
と
障
害
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。ま
た
、私
の
調
査
で
は
、野
球
の
一
番
の

楽
し
さ
は
バ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル
を
遠
く
に
飛
ば
す
こ
と
と
い
う

回
答
が
多
か
っ
た
が
、
実
際
は
、
四
死
球
や
出
塁
狙
い
で
バッ

ト
を
振
ら
せ
な
い
、ゴ
ロ
を
打
た
せ
る
、な
ど
の
指
導
が
大
人

主
導
で
行
わ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
指
導
は
、
本
来
の
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
み
や
子
ど
も
の
主
体
性
を
奪
い
、ス
ポ
ー
ツ
参
加
・

機
会
の
均
等
を
妨
げ
、
障
害
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
子
ど
も
の
個
性
、
主
体
性
を
促
す

「
か
ん
た
ん
野
球
」
を
考
案
し
、
小
学
生
野
球
選
手
80
名
に

体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
。主
な
ル
ー
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
複
数
チ
ー
ム
の
選
手
を
ラ
ン
ダ
ム
に
チ
ー
ム
分
け
す
る

・
監
督
は
置
か
ず
、選
手
間
で
打
順
、守
備
位
置
を
決
定

・
投
手
は
最
大
２
イ
ニ
ン
グ
ま
で
投
球
可

・
バ
ン
ト
、四
死
球
、盗
塁
お
よ
び
捕
逸（
パ
ス
ボ
ー
ル
）な
し

　
試
合
後
に
感
想
を
尋
ね
る
と
、「
通
常
ル
ー
ル
よ
り
も
打

撃
お
よ
び
投
球
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」と
答
え
た
選
手

が
大
多
数
だ
っ
た
。チ
ー
ム
内
の
役
割
か
ら
解
放
さ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
守
備
位
置
を
体
験
で
き
、
打
撃
に
集
中
で
き
る
ル
ー

ル
は
、
野
球
の
楽
し
さ
を
よ
り
高
め
る
可
能
性
を
示
唆
し

た
。な
お
、
こ
の
研
究
は
日
本
野
球
科
学
研
究
会
第
５
回
大

会
で
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
た
。

　
野
球
場
を
遊
び
場
と
し
て
開
放

　
子
ど
も
の
体
力
が
最
も
高
か
っ
た
40
年
前
と
比
べ
る
と
、

現
代
の
子
ど
も
の
体
力
低
下
、
特
に
ボ
ー
ル
投
げ
能
力
の
低

下
は
著
し
い
。そ
の
背
景
に
は
、
遊
び
に
不
可
欠
な
三
つ
の
間

（
時
間
、
空
間
、
仲
間
）が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
運
動
遊
び
文

化
の
衰
退
が
あ
る
。近
年
で
は
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園

は
都
会
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。ま
た
、
塾
通
い
な
ど
で
、
子
ど

も
が
遊
べ
る
時
間
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
希
薄
化
や
電
子
ゲ
ー
ム
の
普
及
な
ど
に
伴
い
、
一
緒
に
遊

ぶ
仲
間
の
減
少
も
進
ん
で
い
る
。一
方
、
野
球
が
上
手
な
小

学
生
野
球
選
手
は
、一
般
選
手
よ
り
も
兄
や
弟
が
い
る
割
合

が
高
い
。つ
ま
り
、一
緒
に
遊
ぶ
他
者
の
存
在
が
運
動
能
力
の

向
上
に
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、自
由
に
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に
、野
球

場
を
子
ど
も
た
ち
に
開
放
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
３
年
前
か
ら
継

続
的
に
行
っ
て
い
る
。親
子
で
キ
ャッ
チ
ボ
ー
ル
、
初
め
て
会
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
野
球
遊
び
な
ど
、
参
加
者
は
思
い
思
い
の

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る
。日
本
中
に
こ
う
し
た
空
間
が
あ

り
、
幼
少
期
に
ス
ポ
ー
ツ
が「
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
」体
験

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
誰
も
が
心
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
社
会
に
一
歩
近
づ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図２ プロ野球選手における生まれ月別のタイトル獲得選手の割合

図１ 野球選手におけるカテゴリー別の生まれ月分布
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調
香
師
か
ら
の
転
身

　
髙
木
さ
ん
は
生
物
産
業
学
部
で
学
び
、
大
学
院
は
動
物

バ
イ
テ
ク
研
究
室
（
現
動
物
資
源
開
発
学
研
究
室
）
で
修

士
課
程
を
終
え
、
２
０
０
６
年
に
東
京
の
香
料
会
社
に
就

職
し
た
。
紅
茶
な
ど
の
香
り
を
分
析
、
再
現
す
る
調
香
師

と
し
て
働
い
て
い
た
。
10
年
勤
務
し
、人
工
的
な
香
り
は
、

天
然
の
香
り
に
は
到
底
か
な
わ
な
い
と
感
じ
て
い
た
時
、

学
生
時
代
、温
泉
な
ど
で
よ
く
訪
れ
て
い
た
弟
子
屈
町
で
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
弟
子
屈
町
は
09
年
か
ら
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
試
験
栽
培

を
し
て
お
り
、
香
り
の
研
究
体
験
を
生
か
し
た
ワ
イ
ン
造

り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
応
募
、
15
年
か
ら
弟
子
屈

で
ワ
イ
ン
造
り
を
始
め
た
。

　
大
学
の
研
究
力
で

　
醸
造
用
の
ブ
ド
ウ
は
同
じ
品
種
で
も
、
栽
培
す
る
土
地

の
気
候
、
土
壌
に
よ
っ
て
風
味
や
味
が
大
き
く
変
わ
る
。

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
18
年
の
夏
、
生
物
産
業
学
部
食

香
粧
化
学
科
の
山
﨑
雅
夫
教
授
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。「
何

か
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
」

　
山
﨑
教
授
に
よ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
ワ
イ
ン
の
試
験
醸
造

免
許
更
新
の
時
期
で
、
も
の
づ
く
り
に
よ
っ
て
地
域
に
貢

献
す
る
学
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
な
ら
な
い
か
と
考

え
た
と
い
う
。
土
壌
分
析
や
、
ブ
ド
ウ
品
種
と
酵
母
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
発
酵
試
験
な
ど
、
大
学
の
研
究
力
で
協

力
し
、
学
生
も
ブ
ド
ウ
収
穫
や
醸
造
の
過
程
で
ワ
イ
ン
造

り
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
﨑
教
授
は
「
学
生
が

実
際
に
畑
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
醸
造
所
）
で
体
を
動
か
し
て
、

ワ
イ
ン
造
り
を
体
験
す
る
意
義
は
非
常
に
大
き
い
」
と
語

る
。

　
３
カ
所
５
㌶
か
ら
１
１
０
０
㌔
収
穫

　
現
在
、
ブ
ド
ウ
畑
は
３
カ
所
５
㌶
ま
で
拡
大
し
た
。
ワ

イ
ン
専
用
種
の
「
山
幸
」「
清
舞
」
を
植
え
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
北
海
道
で

開
発
さ
れ
た
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
交
配
品
種
で
、
耐
寒
性
に
優

れ
て
お
り
、
豊
か
な
香
味
が
あ
る
の
が
特
徴
だ
。

10
月
15
日
に
は
食
香
粧
化
学
科
の
学
生
と
大
学
院
生
13

人
が
参
加
し
て
ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
た
。
さ
ら
に
醸
造
を
委

託
し
て
い
る
池
田
町
の
「
十
勝
ワ
イ
ン
」
ま
で
、
ブ
ド
ウ

と
一
緒
に
移
動
し
、
ブ
ド
ウ
の
中
か
ら
茎
を
取
り
除
く
除

梗
処
理
を
行
っ
た
。

　
弟
子
屈
町
内
全
体
で
は
１
１
０
０
㌔
の
ブ
ド
ウ
を
収
穫

し
た
。
発
酵
後
の
貯
蔵
熟
成
を
経
て
来
夏
以
降
に
出
荷
の

予
定
で
、
８
０
０
本
か
ら
９
０
０
本
の
製
造
本
数
を
見
込

ん
で
い
る
。

注
目
さ
れ
る
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド

　
こ
の
夏
、
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
産
地
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地

方
で
３
０
０
年
以
上
ワ
イ
ン
造
り
を
続
け
て
い
る
名
門
ワ

イ
ナ
リ
ー
、
ド
メ
ー
ヌ
・
ド
・
モ
ン
テ
ィ
ー
ユ
が
函
館
で

ブ
ド
ウ
栽
培
を
始
め
る
こ
と
を
発
表
し
、話
題
に
な
っ
た
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
の
気
温
も

高
く
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
高
級
ワ
イ
ン
の
原
料
品
種
、

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
栽
培
に
影
響
が
出
て
く
る
と
判
断
。

日
本
で
栽
培
適
地
を
探
し
た
結
果
、
気
候
や
土
壌
な
ど
で

函
館
を
選
択
し
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル

の
栽
培
を
目
指
す
と
い
う
。

　
山
﨑
教
授
は「
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
各
国
の
人
に
と
っ

て
、
北
海
道
は
ま
ず
ス
キ
ー
な
ど
冬
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
注
目
を
集
め
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
滞
在
時
で
の
経
験

な
ど
か
ら
『
安
心
安
全
で
美
味
し
い
食
の
生
産
地
』
と
し

て
も
評
価
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
国
内

の
評
価
よ
り
は
る
か
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す

る
。髙
木
さ
ん
も「
た
だ
の『
北
海
道
の
美
味
し
い
ワ
イ
ン
』

だ
け
で
は
、
も
う
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う
特
色
を

打
ち
出
し
て
い
く
か
、
農
大
の
協
力
も
得
て
方
向
性
を
決

め
て
い
き
た
い
。
加
え
て
、
そ
れ
で
人
づ
く
り
の
お
手
伝

い
が
で
き
れ
ば
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
で
す
」
と
語
っ
て

い
る
。

　
弟
子
屈
町
内
に
独
自
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設
計
画
も
進
行

中
だ
と
い
う
。
弟
子
屈
ワ
イ
ン
、
学
生
ワ
イ
ン
が
今
後
、

ど
う
育
っ
て
い
く
か
。
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

学
生
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
も
発
信
中

https://w
w
w
.instagram

.com
/tua_w

ineproject/

収穫作業をする学生

十勝ワインでの除梗作業

ブドウの収獲に参加した学生・大学院生らと髙木さん(奥左)、山﨑教授(中段右)

ブドウの生育状態について語る髙木さん

Z O O M  UP

　摩周湖、屈斜路湖がある北海道・道東の弟子屈町で、「日本最東端」のワイン造りに挑戦している東京農業大学卒業生が
いる。髙木浩史さん（39）。東京農大北海道オホーツクキャンパスの生物産業学部食香粧化学科との協力関係も生まれ、
学生たちがワイン造りに参加する「学生ワイン」が来年夏に完成する予定だ。　　　　(東京農業大学客員教授・鈴木敬吾)

挑むOBと東京農大北海道オホーツクがタッグ
香り際立つワインを

北海道・弟子屈町　｢学生ワイン」来夏、誕生

こ
う

じ
ょ

ちょうて し かが

き ふみひろたか
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４
月
に
開
校
し
た
東
京

農
業
大
学
稲
花
小
学
校
の

１
年
生
71
人
が
９
月
26

日
、稲
刈
り
体
験
を
し
た
。

週
１
回
の
総
合
学
習
「
稲

花
タ
イ
ム
」
で
実
施
し
て
い

る「
食
と
農
の
学
習
」の
一

環
で
、５
月
、６
月
に
続
き

３
回
目
の
田
ん
ぼ
体
験
を

楽
し
ん
だ
。

　
横
浜
市
青
葉
区
田
奈

町
、
野
路
秀
雄
さ
ん
の
水

田
を
借
り
、
５
月
に
田
植

え
、６
月
に
は
田
ん
ぼ
の
生

き
も
の
観
察
の
学
習
を
重

ね
て
き
た
。最
初
に
東
京
農
大
応
用
生
物
科
学
部
の
加
藤
拓
准
教
授
が
子

ど
も
た
ち
の
前
で
、
稲
束
を
鎌

で
さ
く
っ
と
刈
っ
た
。「
み
な
さ
ん

は
５
月
、苗
を
３
本
ず
つ
植
え
ま

し
た
が
、そ
れ
が
こ
ん
な
に
増
え

て
い
ま
す
。３
本
が
15
本
に
！
　

増
え
る
の
が
特
徴
で
す
。本
当

は
こ
の
鎌
で
刈
る
け
れ
ど
、危
な

い
か
ら
ハ
サ
ミ
で
１
本
ず
つ
切
り

ま
し
ょ
う
。片
手
で
持
て
る
く
ら

い
の
稲
束
を
作
っ
て
、家
に
持
っ
て

帰
り
ま
す
よ
」と
作
業
を
説
明
。

子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
田
ん

ハサミを片手に真剣な表情で稲を刈っていく

刈り取った稲を手に持つ子どもたち

　
東
京
農
業
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治

体
、Ｊ
Ａ
、企
業
な
ど
が
集
う「
産
官
学
意
見
交
流
会
」が
10

月
９
日
、東
京
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
東
京
農
大
は
蓄
積
し
て
き
た
食
と
農
に
関
す
る
知
見
を

幅
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
団
体
と
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。そ
の
数
は
、
自
治
体
50
件
、Ｊ
Ａ
な
ど
各

種
組
合
13
件
、
企
業
・
団
体
34
件
、
教
育
・
研
究
機
関
な

ど
計
１
１
９
件
に
上
る
。た
だ
し
課
題
の
深
化
と
多
様
化
に

よ
っ
て
、
東
京
農
大
と
提
携
先
の
１
対
１
の
関
係
だ
け
で
は

根
本
的
な
解
決
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
協
定
締

結
団
体
が
東
京
農
大
を
橋
渡
し
役
と
し
て
交
流
す
る
仕
組

み
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
２
０

１
７
年
に
初
め
て
産
官
学
意
見
交
流
会
が
開
か
れ
た
。

　
３
回
目
の
今
回
は
、
ま
ず
環
境
省
総
合
環
境
政
策
統
括

官
の
中
井
徳
太
郎
さ
ん
が
基
調
講
演
し
た
。中
井
さ
ん
は
世

界
人
口
の
急
増
と
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
っ
て
脱
炭
素
化

が
世
界
的
な
急
務
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
で
は
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
さ
ら
に
人
口
の
地
域
的

な
偏
在
が
加
速
し
て
い
る
現
状
を
説
明
。そ
の
解
決
の
た
め

に
、各
地
域
が
美
し
い
自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用

し
て
自
立
・
分
散
型
社
会
を
形
成
し
つつ
、他
地
域
と
資
源

を
補
完
し
支
え
合
う
こ
と
で
地
域
の
活
力
が
最
大
限
発
揮

さ
れ
る
「
地
域
循
環
共
生
圏
」の
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
解
説
し
た
。

　
こ
の
後
、連
携
事
例
の
発
表
が
あ
り
、ま
ず
群
馬
県
川
場

村
副
村
長
の
宮
内
実
さ
ん
が
、
川
場
村
・
清
水
建
設
・
東

京
農
大
の
３
者
で
、〝
元
気
な
ふ
る
さ
と
〞づ
く
り
協
定
を
結

ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
伐
採
時
期
を
迎
え
て
い
た
森
林
の
伐

採
・
製
材
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
る
売
電
、
熱
利
用
に

よ
る
温
室
栽
培
ま
で
の
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
取
り
組
み
が

実
現
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
三
井
物
産
経
営
企
画
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
鈴
木

敦
子
さ
ん
は
、
民
主
化
が
実
現
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
唯
一
の
農

業
大
学
で
あ
る
イ
エ
ジ
ン
農
大
と
東
京
農
大
と
の
連
携
の
橋

渡
し
を
し
、
イ
エ
ジ
ン
農
大
か
ら
東
京
農
大
に
留
学
す
る
学

部
生
４
人
、
大
学
院
生
１
人
の
計
５
人
に
三
井
物
産
貿
易

奨
励
会
か
ら
毎
月
５
万
円
の
奨
学
金
を
支
給
し
支
援
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
。さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
か
ら
３
者
共
催
に

よ
り
イ
エ
ジ
ン
農
大
で
農
業
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、現
地
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
連
携
す
る
自
治
体
な
ど
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

後
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
な
ど
を
持
ち
寄
り
、試
食
し
な
が

ら
交
流
す
る
情
報
交
換
会
も
開
か
れ
た
。こ
こ
で
は
森
林
総

合
科
学
科
の
江
口
文
陽
教
授
が
長
野
県
の
Ｊ
Ａ
中
野
市
の

要
請
を
受
け
て
開
発
し
、
腸
内
環
境
を
よ
く
す
る
と
い
う

「
え
の
き
氷
」、
認
知
症
予
防
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
ヤ
マ

ブ
シ
タ
ケ
を
入
れ
た
み
そ「
江
口
文
味
噌
」な
ど
を
紹
介
し
、

「
各
地
の
特
産
品
を
食
品
に
加
工
し
売
り
出
す
お
手
伝
い

を
し
て
い
る
。今
後
も
社
会
に
役
立
つ
商
品
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
」と
、意
気
込
み
を
語
っ
た
。

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
）

特産品の一例として江口文味噌を紹介する
江口教授

ぼ
に
入
り
、稲
を〝
刈
っ
て
〞

いっ
た
。

　
３
本
ほ
ど
で
終
え
て
し

ま
う
子
、
片
手
に
収
ま
ら

ず
落
と
し
て
し
ま
う
ほ
ど

刈
り
続
け
る
子
と
、
子
ど

も
の
満
足
の
仕
方
は
違

う
。15
分
ほ
ど
で
作
業
を

終
え
、
笑
顔
で
稲
束
を
輪

ゴ
ム
で
ま
と
め
た
。あ
ぜ
道

を
歩
く
子
ど
も
た
ち
は

「
こ
れ
で
お
酒
が
で
き
る
の

か
な
」「
た
く
さ
ん
だ
か
ら

お
母
さ
ん
が
喜
ぶ
ぞ
」
と
、

に
ぎ
や
か
に
声
を
あ
げ
て

い
た
。

　
こ
の
後
、
同
学
部
の
野
口
智
弘
教
授
が
稲
束
を
干
す
稲
木
の
前
で
、
子
ど

も
た
ち
に
米
粒
か
ら
も
み
殻
を
外
さ
せ
て
解
説
し
た
。「
１
本
の
稲
に
何
粒
の

お
米
が
で
き
る
？
」「
お
茶
わ
ん
１
杯
に
米
粒
は
い
く
つ
入
っ
て
い
る
？
」
な
ど

と
、
手
づ
く
り
の
パ
ネ
ル
を
手
に
次
々
に
ク
イ
ズ
を
出
題
。「
稲
１
本
に
１
０
０

粒
、
お
茶
わ
ん
１
杯
に
３
０
０
０
粒
だ
か
ら
、
お
茶
わ
ん
１
杯
の
ご
飯
を
食
べ

る
に
は
稲
が
30
本
も
必
要
と
い
う
こ
と
だ
ね
。お
米
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ

い
」と
語
り
か
け
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
体
験
学
習
し
た
田
ん
ぼ
で
収
穫
さ
れ
た
コ
メ
は
10
月
、
子

ど
も
た
ち
に
１
㌔
ず
つ
配
布
さ
れ
た
。ま
た
11
月
22
日
の
給
食
に
は
、生
産
者

の
野
路
さ
ん
夫
妻
や
東
京
農
大
応
用
生
物
学
部
の
教
授
ら
を
招
き
、お
に
ぎ

り
に
し
て
一
緒
に
味
わ
っ
た
。

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
） 収穫した米を使ったおにぎりをほおばる子どもらと野路さん（中央）

そ

み

ふ

ぐ
ち

え

　
東
京
農
業
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治

体
、Ｊ
Ａ
、企
業
な
ど
が
集
う「
産
官
学
意
見
交
流
会
」

月
９
日
、東
京
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
東
京
農
大
は
蓄
積
し
て
き
た
食
と
農
に
関
す
る
知
見
を

幅
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
団
体
と
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。そ
の
数
は
、
自
治
体

種
組
合
13
件
、
企
業
・
団
体

ど
計
１
１
９
件
に
上
る
。た
だ
し
課
題
の
深
化
と
多
様
化
に

よ
っ
て
、
東
京
農
大
と
提
携
先
の
１
対
１
の
関
係
だ
け
で
は

根
本
的
な
解
決
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
協
定
締

結
団
体
が
東
京
農
大
を
橋
渡
し
役
と
し
て
交
流
す
る
仕
組

み
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
２
０

１
７
年
に
初
め
て
産
官
学
意
見
交
流
会
が
開
か
れ
た
。

　
３
回
目
の
今
回
は
、
ま
ず
環
境
省
総
合
環
境
政
策
統
括

官
の
中
井
徳
太
郎
さ
ん
が
基
調
講
演
し
た
。中
井
さ
ん
は
世

界
人
口
の
急
増
と
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
っ
て
脱
炭
素
化

が
世
界
的
な
急
務
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
で
は
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
さ
ら
に
人
口
の
地
域
的

な
偏
在
が
加
速
し
て
い
る
現
状
を
説
明
。そ
の
解
決
の
た
め

に
、各
地
域
が
美
し
い
自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用

し
て
自
立
・
分
散
型
社
会
を
形
成
し
つつ
、他
地
域
と
資
源

を
補
完
し
支
え
合
う
こ
と
で
地
域
の
活
力
が
最
大
限
発
揮

さ
れ
る
「
地
域
循
環
共
生
圏
」の
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
解
説
し
た
。

　
こ
の
後
、連
携
事
例
の
発
表
が
あ
り
、ま
ず
群
馬
県
川
場

東京農大が知の橋渡し東京農大が知の橋渡し
産官学意見交流会開催収穫米は給食で提供
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４
月
に
開
校
し
た
東
京

農
業
大
学
稲
花
小
学
校
の

１
年
生
71
人
が
９
月
26

日
、稲
刈
り
体
験
を
し
た
。

週
１
回
の
総
合
学
習
「
稲

花
タ
イ
ム
」
で
実
施
し
て
い

る「
食
と
農
の
学
習
」の
一

環
で
、５
月
、６
月
に
続
き

３
回
目
の
田
ん
ぼ
体
験
を

楽
し
ん
だ
。

　
横
浜
市
青
葉
区
田
奈

町
、
野
路
秀
雄
さ
ん
の
水

田
を
借
り
、
５
月
に
田
植

え
、６
月
に
は
田
ん
ぼ
の
生

き
も
の
観
察
の
学
習
を
重

ね
て
き
た
。最
初
に
東
京
農
大
応
用
生
物
科
学
部
の
加
藤
拓
准
教
授
が
子

ど
も
た
ち
の
前
で
、
稲
束
を
鎌

で
さ
く
っ
と
刈
っ
た
。「
み
な
さ
ん

は
５
月
、苗
を
３
本
ず
つ
植
え
ま

し
た
が
、そ
れ
が
こ
ん
な
に
増
え

て
い
ま
す
。３
本
が
15
本
に
！
　

増
え
る
の
が
特
徴
で
す
。本
当

は
こ
の
鎌
で
刈
る
け
れ
ど
、危
な

い
か
ら
ハ
サ
ミ
で
１
本
ず
つ
切
り

ま
し
ょ
う
。片
手
で
持
て
る
く
ら

い
の
稲
束
を
作
っ
て
、家
に
持
っ
て

帰
り
ま
す
よ
」と
作
業
を
説
明
。

子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
田
ん

ハサミを片手に真剣な表情で稲を刈っていく

刈り取った稲を手に持つ子どもたち

　
東
京
農
業
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
自
治

体
、Ｊ
Ａ
、企
業
な
ど
が
集
う「
産
官
学
意
見
交
流
会
」が
10

月
９
日
、東
京
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
東
京
農
大
は
蓄
積
し
て
き
た
食
と
農
に
関
す
る
知
見
を

幅
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
団
体
と
連
携
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。そ
の
数
は
、
自
治
体
50
件
、Ｊ
Ａ
な
ど
各

種
組
合
13
件
、
企
業
・
団
体
34
件
、
教
育
・
研
究
機
関
な

ど
計
１
１
９
件
に
上
る
。た
だ
し
課
題
の
深
化
と
多
様
化
に

よ
っ
て
、
東
京
農
大
と
提
携
先
の
１
対
１
の
関
係
だ
け
で
は

根
本
的
な
解
決
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
協
定
締

結
団
体
が
東
京
農
大
を
橋
渡
し
役
と
し
て
交
流
す
る
仕
組

み
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
２
０

１
７
年
に
初
め
て
産
官
学
意
見
交
流
会
が
開
か
れ
た
。

　
３
回
目
の
今
回
は
、
ま
ず
環
境
省
総
合
環
境
政
策
統
括

官
の
中
井
徳
太
郎
さ
ん
が
基
調
講
演
し
た
。中
井
さ
ん
は
世

界
人
口
の
急
増
と
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
っ
て
脱
炭
素
化

が
世
界
的
な
急
務
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
日
本
で
は
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
さ
ら
に
人
口
の
地
域
的

な
偏
在
が
加
速
し
て
い
る
現
状
を
説
明
。そ
の
解
決
の
た
め

に
、各
地
域
が
美
し
い
自
然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用

し
て
自
立
・
分
散
型
社
会
を
形
成
し
つつ
、他
地
域
と
資
源

を
補
完
し
支
え
合
う
こ
と
で
地
域
の
活
力
が
最
大
限
発
揮

さ
れ
る
「
地
域
循
環
共
生
圏
」の
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
解
説
し
た
。

　
こ
の
後
、連
携
事
例
の
発
表
が
あ
り
、ま
ず
群
馬
県
川
場

村
副
村
長
の
宮
内
実
さ
ん
が
、
川
場
村
・
清
水
建
設
・
東

京
農
大
の
３
者
で
、〝
元
気
な
ふ
る
さ
と
〞づ
く
り
協
定
を
結

ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
伐
採
時
期
を
迎
え
て
い
た
森
林
の
伐

採
・
製
材
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
る
売
電
、
熱
利
用
に

よ
る
温
室
栽
培
ま
で
の
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
取
り
組
み
が

実
現
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
三
井
物
産
経
営
企
画
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
鈴
木

敦
子
さ
ん
は
、
民
主
化
が
実
現
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
唯
一
の
農

業
大
学
で
あ
る
イ
エ
ジ
ン
農
大
と
東
京
農
大
と
の
連
携
の
橋

渡
し
を
し
、
イ
エ
ジ
ン
農
大
か
ら
東
京
農
大
に
留
学
す
る
学

部
生
４
人
、
大
学
院
生
１
人
の
計
５
人
に
三
井
物
産
貿
易

奨
励
会
か
ら
毎
月
５
万
円
の
奨
学
金
を
支
給
し
支
援
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
。さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
か
ら
３
者
共
催
に

よ
り
イ
エ
ジ
ン
農
大
で
農
業
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、現
地
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
連
携
す
る
自
治
体
な
ど
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

後
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
な
ど
を
持
ち
寄
り
、試
食
し
な
が

ら
交
流
す
る
情
報
交
換
会
も
開
か
れ
た
。こ
こ
で
は
森
林
総

合
科
学
科
の
江
口
文
陽
教
授
が
長
野
県
の
Ｊ
Ａ
中
野
市
の

要
請
を
受
け
て
開
発
し
、
腸
内
環
境
を
よ
く
す
る
と
い
う

「
え
の
き
氷
」、
認
知
症
予
防
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
ヤ
マ

ブ
シ
タ
ケ
を
入
れ
た
み
そ「
江
口
文
味
噌
」な
ど
を
紹
介
し
、

「
各
地
の
特
産
品
を
食
品
に
加
工
し
売
り
出
す
お
手
伝
い

を
し
て
い
る
。今
後
も
社
会
に
役
立
つ
商
品
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
」と
、意
気
込
み
を
語
っ
た
。

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
）

特産品の一例として江口文味噌を紹介する
江口教授

ぼ
に
入
り
、稲
を〝
刈
っ
て
〞

いっ
た
。

　
３
本
ほ
ど
で
終
え
て
し

ま
う
子
、
片
手
に
収
ま
ら

ず
落
と
し
て
し
ま
う
ほ
ど

刈
り
続
け
る
子
と
、
子
ど

も
の
満
足
の
仕
方
は
違

う
。15
分
ほ
ど
で
作
業
を

終
え
、
笑
顔
で
稲
束
を
輪

ゴ
ム
で
ま
と
め
た
。あ
ぜ
道

を
歩
く
子
ど
も
た
ち
は

「
こ
れ
で
お
酒
が
で
き
る
の

か
な
」「
た
く
さ
ん
だ
か
ら

お
母
さ
ん
が
喜
ぶ
ぞ
」
と
、

に
ぎ
や
か
に
声
を
あ
げ
て

い
た
。

　
こ
の
後
、
同
学
部
の
野
口
智
弘
教
授
が
稲
束
を
干
す
稲
木
の
前
で
、
子
ど

も
た
ち
に
米
粒
か
ら
も
み
殻
を
外
さ
せ
て
解
説
し
た
。「
１
本
の
稲
に
何
粒
の

お
米
が
で
き
る
？
」「
お
茶
わ
ん
１
杯
に
米
粒
は
い
く
つ
入
っ
て
い
る
？
」
な
ど

と
、
手
づ
く
り
の
パ
ネ
ル
を
手
に
次
々
に
ク
イ
ズ
を
出
題
。「
稲
１
本
に
１
０
０

粒
、
お
茶
わ
ん
１
杯
に
３
０
０
０
粒
だ
か
ら
、
お
茶
わ
ん
１
杯
の
ご
飯
を
食
べ

る
に
は
稲
が
30
本
も
必
要
と
い
う
こ
と
だ
ね
。お
米
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ

い
」と
語
り
か
け
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
体
験
学
習
し
た
田
ん
ぼ
で
収
穫
さ
れ
た
コ
メ
は
10
月
、
子

ど
も
た
ち
に
１
㌔
ず
つ
配
布
さ
れ
た
。ま
た
11
月
22
日
の
給
食
に
は
、生
産
者

の
野
路
さ
ん
夫
妻
や
東
京
農
大
応
用
生
物
学
部
の
教
授
ら
を
招
き
、お
に
ぎ

り
に
し
て
一
緒
に
味
わ
っ
た
。

（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
） 収穫した米を使ったおにぎりをほおばる子どもらと野路さん（中央）

そ

み

ふ

ぐ
ち

え

東京農大が知の橋渡し
産官学意見交流会開催収穫米は給食で提供

｢いっぱいとった！｣
農大稲花小　１年生が稲刈り体験

農大稲花小　1年生が稲刈り体験06 産官学意見交流会開催 05

新・実学ジャーナル 2019年12月号



▶研究&教育 最前線
誰もがスポーツを楽しめる社会を
東京農業大学 准教授　勝亦陽一

▶ZOOM UP
香り際立つワインを
挑むOBと東京農大北海道オホーツクがタッグ

▶産官学意見交流会開催  東京農大が知の橋渡し
▶農大稲花小　１年生が稲刈り体験  ｢いっぱいとった！｣

私の宝ものMy Treasure
スワロフスキーの双眼鏡　白木 彩子 学校法人東京農業大学
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
「スワロフスキー」と言うと、クリスタルのジュエリーが有名ですが、バードウオッチャーにとっても憧れのブ

ランドです。高級双眼鏡も作っているのです。私もずっと欲しかった。就職したら買おうと思っていたので、東
京農大で勤務を始めた2006年、最初のボーナスで買いました。30万円以上したと思います。8.5倍で明るくシャー
プ。夕暮れて薄暗くなってもよく見えるため、調査の時間が長くなります。手放せません。
母が鳥を見るのが好きで、幼い頃から野鳥観察に連れ出されました。ちょうど「野生のエルザ」や「野生の

王国」などがテレビ放映され、身近な野原や林が次 と々宅地などに開発されていった時代です。野生動物の保
護に興味をもつのは自然な流れだったかもしれません。鳥を研究対象にしたのは、大学院に進んでからです。
でも当時は、研究と自然保護がリンクしていませんでした。鳥の中でもオジロワシやオオワシは数も少なく実験
もできませんから、研究材料には不向きです。猛禽類の保全なんて研究にならない、よく言われました。
きれいな鳥です。青空を背景に高く飛ぶ姿も、望遠鏡

でズームアップした眼や羽毛などのパーツの一つ一つが芸
術品です。今は希少種として社会的に注目されるようにな
り、冬のシーズンには、世界で最も美しいとされるオオワ
シを見るために、世界中の愛鳥家が道東を訪れるようにな
りました。しかし、今のワシ類は餌付けされたような状態
です。大事なのは、ワシが翼を広げ大空を飛ぶ姿が、森
と海、川の自然が保全され、豊かな生態系である証となる
ことです。
ワシに興味をもって研究室に来てくれる学生もいます

が、研究に固執することはあまりなくて、深入りはしない印
象です。ワシの生息する環境を今後誰がどう守っていく
か。ちょっと心配しています。
オホーツクにワシを見に来てほしいですが、みなさんが

お住まいの場所にも野鳥はいます。窓から見える木にとまっ
ていたり、早起きした春の朝にはさえずりが聞こえるでしょ
う。その鳥の名前は？どこから来たの？　ぜひ調べてみて
ください。図鑑でも、ネットでも。知らなければ通り過ぎ
てしまう。でも、それを知れば、人生が豊かになります。

(まとめ・東京農業大学客員教授、鈴木敬吾)

My Treasure

第15回

私の宝もの
東京農業大学　准教授  白木彩子

しらき・さいこ／1966年東京都生まれ。北海道大学大学院地球環境科学研究科博士課程修
了。博士（地球環境科学）。東京農業大学生物産業学部北方圏農学科准教授。専門は鳥類生態
学で、オジロワシやオオワシの研究歴は30年になる。

スワロフスキーの双眼鏡

▶生物産業学部のシンボルマークもオジ
ロワシがモチーフになっている。手に
持っているのは「ペン」と「大根」
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学校法人東京農業大学
2019　東京農大創立128年

東
京
農
業
大
学
の
沿
革

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校。
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